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［編集・発行]三箇自治会事務局 

〒574-0077大東市三箇４丁目 1番 5号 

2015年(平成 27年) １月 

Ｎｏ．１０ 

三箇自治会館 ℡072-873-8878 

 

SANGA DAITO OSAKA 

祭神は菅原道真で、その社地は三箇城

の跡地といわれています。江戸時代中期

頃には梁間五尺五寸(約 1.65ｍ)桁行一間

二尺(約 2.42ｍ)の社殿があり、社僧一人

が宮守に当たっていました。これは宮寺

として隣接していた水月院の僧のことで

あろうと思われます。なお、当社地内に

は稲荷神社も祀られています。 

《大東市文化財マップ》 

 

初詣 三箇菅原神社 

 

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

[

日
時] 

平
成
２７
年
１
月
１１
日
㈰ 

 
 

 
 

午
前
１０
時
～
１１
時
２０
分 

[

場
所] 

末
広
公
園(

住
道
駅
南
公
園) 

[

内
容] 

分
列
行
進
、
消
防
関
係
表
彰
、 

 
 
 

 

消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
等 

      

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
自
治
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
の
前
線
の
停
滞
に
よ
る
大
雨
の
ほ
か
、

９
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
、
更
に
は
１２
月

初
旬
の
徳
島
県
で
の
大
雪
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
人
的
・
物
的
被
害
が
発
生
し
、
改

め
て
、
我
が
国
が
災
害
列
島
で
あ
る
こ
と

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 

三
箇
自
治
会
で
は
、
災
害
に
備
え
、

「
三
箇
自
主
防
災
会
」
を
組
織
し
て
、

防
災
倉
庫
の
建
設
や
機
械
器
具
の
整
備

充
実
を
図
り
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る

よ
う
に
防
災
対
策
に
努
め
て
お
り
ま

す
。 昨

年
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て

初
め
て
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
今
年
も
防
災
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
は
、
「
三
箇
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
地
域
の

安
全
安
心
、
快
適
で
住
み
よ
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
日
々
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

今
年
一
年
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

三箇自治会 

区長 三ツ川 勇 

 

 

大
東
市
休
日
診
療
所 

[

診
療
科
目] 

小
児
科(

中
学
生
以
下) 

[

診
療
日
時]

１２
月
２８
日
㈰
～
１
月
４
日
㈰ 

 
 

 
 
 
 
  

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分 

 
 
 
 
 
   

午
後
１
時
～
３
時
３０
分 

[

場
所] 

大
東
市
幸
町
８
ー
１ 

 
 
 
 

（
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

☎ 

０７２
・
８７４
・
５
１
１
０ 

北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー 

[

診
療
科
目] 

小
児
科(

中
学
生
以
下) 

[

診
療
時
間] 

午
後
９
時
～
翌
朝
午
前
６
時 

[

場
所] 

枚
方
市
禁
野
本
町
２
ー
１３
ー
１３ 

 
 
 
 

（
枚
方
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
） 

☎ 

０７２
・
８４０
・
７
５
５
５ 

 

 

  

[

日
時] 

平
成
２７
年
１
月
１２
日
㈷ 

 
 
 
 

午
前
１０
時 

[

場
所]  
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル(

大
ホ
ー
ル) 

[

対
象] 
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新

成
人 
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昨
年
１２
月
７
日
、
三
箇
自
治
会
館
に
お
い

て
、『
平
成
２６
年
度
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
慰

労
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

三
ツ
川
区
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
暑
い

日
も
寒
い
日
も
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
変
わ
ら

ぬ
見
守
り
活
動
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

安
全
に
安
心
し
て
下
校
し
て
い
ま
す
。
」
と
、

日
頃
の
隊
員
の
活
動
に
対
し
感
謝
と
労
い
の

言
葉
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
の
小
田
村
三
箇
小
学
校
校
長
、

辻
本
三
箇
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
心
か
ら
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

出
席
さ
れ
た
５８
名 

の
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、 

そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の 

苦
労
や
子
ど
も
た
ち 

の
成
長
話
な
ど
で
、 

１
時
間
余
り
の
交
流
、 

歓
談
を
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

見
守
り
隊
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
見
守
り
活
動
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
◇
１
月
１１
日
㈰ 

 
 

・
総
務
委
員
会 

◇
１
月
１８
日
㈰ 

 
 

・
役
員
会 

◇
１
月
２０
日
㈫ 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
申
込
み
締
切 

◇
１
月
２２
日
㈭ 

・
事
務
局
会
議 

・
広
報
編
集
ｗ
ｅ
ｂ
運
用
委
員
会 

◇
１
月
２５
日
㈰ 

 
 

・
三
箇
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
（
２
月
号
）

印
刷 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
許
可
者
発
表 

◇
１
月
２８
日
㈬ 

・
広
報
「
だ
い
と
う
」
（
２
月
号
） 

受
け
取
り
・
仕
分
け 

 

平
成
２６
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

集
ま
り
ま
し
た
募
金
４３
万
９
千
余
円
は
、

昨
年
１２
月
１８
日
に
大
東
市
共
同
募
金
会
・
大

東
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
引
継
ぎ
ま
し
た
。 

 

１
月
の
行
事
予
定 

募金集計 

 

三箇１丁目  99,800 円 

三箇３丁目  88,300 円 

三箇４丁目  76,500 円 

三箇５丁目  78,200 円 

三箇６丁目南 29,235 円 

三箇６丁目北 67,200 円 

計   439,235 円 

 

平
成
２７
年
度
大
東
市
交
通
災
害
共
済
と
火

災
共
済
の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。 

[

申
込
書
の
配
布] 

平
成
２７
年
１
月
末 

[

申
込
書
の
回
収] 

平
成
２７
年
２
月
上
旬 

昨
年
１２
月
１８
日
、
三
箇
自
治
会
館
に
お
い

て
、
三
箇
５
丁
目
水
路
の
道
路
化
整
備
計
画

(

案)

に
つ
い
て
の
大
東
市
に
よ
る
地
元
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
疑

問
点
や
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
事
業
化
に
向
け
て
大
東

市
に
お
い
て
意
見
集
約
・
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。 

三ツ川区長挨拶 辻本ＰＴＡ会長 

 

自治会の地域美化清掃活動 

<公園緑化推進委員会> 

(平成 26 年 12 月） 

[日常清掃] 

・三箇第２公園 

・三箇第３公園 

・上三箇第１児童遊園 

[定期清掃] 

・三箇第１公園 

・市道住道四ノ宮線緩衝緑地 

・三箇１丁目第２幹線広場 
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◇
１
月
６
日(

火) 

・
定
例
役
員
会 

◇
介
護
予
防
体
操
（
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
） 

・
１
月
１４
日
㈬ 

・
１
月
２１
日
㈬ 

 
 

 

・
１
月
２８
日
㈬ 

 
(

開
始
）
午
前
１０
時 

(

場
所
）
三
箇
自
治
会
館 

１
月
の
行
事
予
定 

昨
年
１２
月
１２
日
、
三
箇
自
治
会
館
で
「
平

成
２６
年
度
第
２
回
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
、
お
母
さ
ん

２２
名
と
０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
２４
名
の
お

子
さ
ん
で
し
た
。 

ま
ず
、
始
ま
り
の
体
操
を
行
い
、
手
遊
び
、

歌
、
手
品
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
後
、
親
子

の
共
同
作
業
で
『
サ
ン
タ
の
帽
子
』
を
作
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
最
後
に
期
待
ど
お
り
に
「
サ
ン

タ
さ
ん
」
の
登
場
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜

び
で
し
た
。 

            [

次
回
の
予
定] 

 

・
第
３
回 

平
成
２７
年
３
月
１３
日
㈮ 

昨
年
１１
月
２７
日
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協

議
会
と
大
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力

を
得
て
「
平
成
２６
年
度
福
祉
委
員
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４９
名

の
委
員
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
『
校

区
福
祉
委
員
会
の
歩
み
と
役
割
』
、『
大
東
市

の
校
区
福
祉
委
員
会
の
活
動
内
容
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
両
協
議
会
か
ら
派
遣
の
講
師
の

方
々
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
二
人
と
も
に 

実
際
に
地
域
福
祉 

の
現
場
で
活
躍
さ 

れ
、
体
験
さ
れ
た 

う
え
で
の
講
演
で 

も
あ
り
、
と
て
も 

貴
重
な
お
話
を
聴 

く
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

始まりの体操 

 

 

平成 26年 12月 2日 

三箇第３老人クラブ・江ノ口保育園 

三箇自治会 ・ 大東市水とみどり課 

芝桜を植えました 

パンジーでウサギの顔 

中村老人クラブ会長挨拶 三ツ川区長挨拶 

５色のチューリップ 
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「
新
年
へ
の
想
い
」 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
三
箇
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
お
年
と

な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

長
い
二
学
期
も
大
き
な
事
故
も
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
皆
様

方
、
「
見
守
り
隊
」
の
皆
様
方
の
お
陰
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
先
般
は
私
ど
も
の
「
見
守
り
隊
感
謝

の
会
」
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も 

た
ち
は
一
生
懸
命
合
唱
・ 

合
奏
す
る
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。
今
後
も
毎
年 

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、 

ど
う
か
お
越
し
い
た
だ 

き
た
く
存
じ
ま
す
。 

１２
月
５
日
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
初
め
て
深
北
緑
地
で
行
い
ま
し 

た
。
学
校
内
で
や
る
の
が
よ
い
の
か
賛
否
両
論 

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
深
北
緑
地
開

催
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。  

マ
ラ
ソ
ン
と
は
言
う
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち

の
走
る
距
離
は
そ
ん
な
に
長
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
学
年
で
精
々
２
千
メ
ー
ト
ル
超

で
す
。
た
だ
、
あ
の
よ
う
な
大
き
な
公
園
の
中

で
走
る
こ
と
は
、
気
分
も
異
な
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
大
変
よ
い
経
験
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。 

ど
ん
な
行
事
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
子
ど
も 

の
勉
強
や
経
験
、 

感
性
に
と
っ
て
、 

ど
う
働
く
の
か 

と
い
う
こ
と
を 

総
合
的
に
判
断 

し
て
い
く
こ
と 

が
学
校
現
場
に 

益
々
希
求
さ
れ 

る
こ
と
と
思
い 

ま
す
。 

常
日
頃
か
ら
申
し
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
の

前
例
踏
襲
方
式
は
、
今
の
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
時
代
に
は
ア
ン
マ
ッ
チ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
益
々
「
学
校
現
場
の
改
革
」
が
必
要
に
な
っ

て
来
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
私
が
着
任
し
た
３
年

前
か
ら
、
３
位
ま
で
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。
他

の
小
学
校
で
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て

な
の
で
し
ょ
う
か
。
「
闇
雲
な
競
争
を
煽
り
た

て
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
で
も
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
順
位
」
を
気

に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
上
位
入
賞

者
を
表
彰
し
て
あ
げ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
は
、
マ
ラ
ソ
ン
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
の
民
主
主
義
国
家
日
本
は
、
競

争
社
会
で
あ
り
ま
す
。
小
学
校
を
卒
業
し
ま
す

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
ど
ん
ど
ん
「
競
争
」

が
激
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
、
小
学
校
の

時
に
そ
の
よ
う
な
荒
波
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
少
し
で
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

す
。 マ

ラ
ソ
ン
に
限
ら
ず
、
何
か
一
芸
に
秀
で
て

い
た
り
、
少
し
で
も
自
信
が
持
て
る
も
の
が
有

る
り
っ
ぱ
な
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

        

        

さ
て
、
私
の
任
期
も
あ
と
３
か
月
で
あ
り
ま

す
。
三
箇
小
学
校
が
更
に
輝
く
よ
う
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。
先
般
の
署
名
運
動
で
は
多
数
の

ご
署
名
を
賜
わ
り
ま
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

三箇小学校 

校長 小田村直昌 

 
見守り隊の皆さん 

マラソンのスタート 


